
中村清次先生と行くシルクロード2024

湖北の十一面観音と知られざるみほとけを訪ねて

～白洲正子のかくれ里「菅浦」から観音の里を巡り

戦火を生き抜いた多くの仏に出会う旅～

NHK文化センター企画監修

★旅行条件＜募集要項＞＊会員・一般同額

■旅行期間：2024年11月29日（金）～2024年11月30日（土） 1泊2日 
■旅行代金に含まれるもの：朝食1回・昼食1回・夕食1回 専用バス代・見学費・講師費用・添乗員費用
■募集人数：25名（最少催行人数15名）       ■募集締切日：2024年10月１１日（金）＊定員になり次第締め切りとなります。
■集合解散場所： ＪＲ米原駅（解散も同様）     ■添乗員：集合（ＪＲ米原駅）から解散（ＪＲ米原駅）まで同行いたします。
■宿泊先：北ビワコホテルグラツィエ（1泊） ■利用予定バス会社：滋賀中央観光バス
■企画監修：NHK文化センター 青山教室・千葉教室・さいたまアリーナ教室・町田教室

*催行決定となりましたら詳細をご連絡させていただきます。集合解散場所までの交通手配等をお願いいたします。

●ご参考交通スケジュール（最新のスケジュールはお客様にてご確認ください）
★東京から 往路 ひかり637号  東京09:33→品川09:40→新横浜09:51→名古屋11:19→米原11:47
                   復路 ひかり660号  米原17:57→名古屋18:31→新横浜19:55→品川20:06→東京20:12

日時 スケジュール 食事

1 11／29 

（金）

JR米原駅集合（12:00)～高月観音の里歴史民俗資料館～渡岸寺観音堂（国宝十一面観音立像）～正妙寺（千手千足観音立像）

～西野薬師堂（十一面観音立像・薬師如来立像）～黒田安念寺・菩薩形立像（いも観音）～ホテル着（17：30頃）

※同行講師との懇親夕食会

北ビワコホテルグラツィエ泊

夕食

2 11／30 

（土）

ホテル発（08:30)～白洲正子のかくれ里「菅浦」～黒田観音寺（伝千手観音立像）～昼食～鶏足寺（己高閣・世代閣）～

石道寺 十一面観音立像～赤後寺（日吉神社/菩薩立像・千手観音立像）～ＪＲ米原駅解散（17:00頃）

朝食

昼食

※上記日程は天候・現地事情・交通事情等により変更になる場合もございます。

[講師 中村清次先生ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ]
東京大学文学部西洋史学科卒業後、１９６２年NHK入
局。編成部、番組制作局などを歴任し、１９７９～８１年
に「NHK特集‐シルクロード」取材班団長を務める。 当
時この番組は大きな反響を呼び、芸術祭優秀賞、菊池
寛賞など数々の賞を受賞した。２０１０年春まで福山大
学客員教授、聖心女子大学非常勤講師を勤め、現在は
NHK文化センター（シルクロード） 担当講師として活躍
中。1962年東京大学文学部卒業。NHK入社後、編成、
番組制作を経て１９７８～81年の「NHK特集 シルク
ロード」取材班団長を務める。

旅行代金
11月29日（金）出発２日間

（JR米原駅集合解散)

  

¥ ７６,８00- （２名一室利用の場合）    
(お一人でご参加のお客様は,1名室利用追加代金¥７,０００にて承ります。）

渡岸寺 国宝十一面観音立像 石道寺 十一面観音立像

訪問先  

高月観音の里歴史民俗資料館 高月観音の里歴史民俗資料館は、地域文化財の総合資料センターとして歴史的遺産の調査研究と
保存をはかり、また広く文化財を公開するため、町政30周年の昭和59年9月27日開館しました。
以来「観音の里」の窓口として、また湖北の文化財を見学する際の基礎的な知識を深める場として
多くの方にご活用いただいています。学芸員佐々木悦也氏によるお話を伺います｡

渡岸寺観音堂
（国宝十一面観音立像）

堂に安置される十一面観音は、日本全国に七体ある国宝十一面観音の中でも最も美しいとされ、
日本彫刻史上の最高傑作といわれ、祈りの仏にふさわしい、慈愛に満ちたお姿の観音様です。
小谷城攻略のとき村人の手により土中に埋蔵され、難を免れました。

□ 見学や移動時間ではトイレタイムに留意したご案内をいたします。このコースでは長時間のバス移動はありません。
□ 食事は可能な限り椅子、テーブル席を利用いたします。
□ お一人参加でもご安心、１人部屋対応が可能です。お早目にお申し込み下さい。
□ バスの車内は自由席となります。

千手千足観音像は非常にめずらしく、人気のある仏様です。鎌倉時代後期の「阿裟縛抄」による
と現在・過去・未来の三世の諸仏を集約した観音で、天台の高僧円珍が唐より請来して三井寺に
納めた仏と伝えています。

正妙寺 （千手千足観音立像）

びわ湖・近江の国（現・滋賀県）は今も昔も「祈りの国」だといわれています
県の北、湖北と呼ばれる一帯には56余りの寺堂があり、130体を超える観音像が祀られています
はるか平安の時代から村人は「おらが村の観音」といい、村のことを「観音の里」と呼び、守り受け継いできました
インドで生まれの「十一面観音信仰」が琵琶湖・近江の地ででなぜ大きく成長してきたのかということを
湖北の十一面観音像をゆっくりと巡りながら、観音像そのものから答えを一緒にじっくりと聞いてみませんか。

中村 清次



お申し込みの方へのご案内（お申し込み前にこの頁と旅行条件書＜全文＞を事前にご確認のうえお申し込みください）

●募集型企画旅行契約

この旅行は、株式会社日放ツーリスト（東京都渋谷区神山町４－１４第三共同ビル、観光庁長官登録旅行
業第６６５号、以下当社という）が企画･実施する旅行であり、
この旅行に参加されるお客様は当社と募集型企画旅行契約を締結することになります。また、旅行条件は
下記によるほか、別途お渡しする旅行条件書（前文）出発前にお渡しする最終旅行日程表及び、当社募集
型企画旅行契約の部によります。
●旅行のお申し込み及び契約成立時期
(1)当社所定のお申込書に所定の事項を記入し、申込金又は旅行代金全額を添えお申込みいただけます
(2)電話による申込みの場合、予約申込みの翌日から起算して３日以内に申込書を提出しない場合は当社
は申込みがなかったものとして取り扱います。
(3)旅行契約は当社が契約の締結を承諾し、申込金を受理したときに成立します。
(4)申込金：当社から予約を承諾する旨の通知がお客様に到達した日の翌日から起算して3日以内にお申
込内容を確認の上、申込金（3万円）または旅行代金全額のお支払いをして頂きます。
振込先：みずほ銀行東京営業部普通2717288 カ）ニッポウツーリスト

●取消料

旅行開始日の前日より起算して21日目にあたる日以前の解除

（日帰りに当たっては11日目）
無料

20日目にあたる日から8日目までの解除 （日帰りに当たっては10日目） 旅行代金の２０％ 

7日目から2日目までの解除 旅行代金の３０％

前日の解除 旅行代金の４０％

出発日当日の解除 旅行代金の５０％

旅行開始後の解除または無連絡不参加の場合 旅行代金の１００％

●国内旅行総合保険のご案内
日放ツーリストが企画・実施する「旅座」（国内募集型企画旅行）にご参加される皆様には、当ご旅行期間中（注）
、安心してご参加頂けるよう、万が一の備えとして国内旅行総合保険を付保しております。付保される保険の内
容は下記の通りとなりますので予めご確認をお願いいたします。なお、補償内容が不足とお考えの方は追加して
保険をお申し込みいただけますので担当者までご相談下さい。（引受保険会社：AIG損害保険株式会社）

 日帰り・2日（1泊2日）まで 4日（3泊4日）まで 7日（6泊7日）まで

死亡・後遺障害保険金額 5,250千円 5,250千円 4,600千円

入院保険金日額 7,500円 7,500円 6,000円

通院金額日額 5,000円 3,550円 3,000円

個人賠償責任保険金額 30,000千円 30,000千円 30,000千円

(注)旅行期間中とは、所定の集合地から所定の解散地までになります。それ以外の期間は対象外になります。

※旅座商品をお申し込みの全てのお客様（幼児含む）が対象となります。

※この保険は日放ツーリストが引受保険会社と別途契約する国内旅行傷害保険に基づいて補償されます。

●事故等のお申し出について
旅行中に事故などが生じた場合には直ちに添乗員、現地係員等旅行サービス提供機関、弊社へ通知ください。
●個人情報の取り扱いについて
当社は旅行申込の際に提出された申込書等に記載された個人情報について、お客様との間の連絡のために利
用させていただくほか、お客様がお申し込みいただいた旅行において運送・宿泊機関等の提供するサービスの手
配及びそれらのサービスの受領のための手続きに必要な範囲内で利用させていただきます。このほか当社では
①商品やキャンペーンのご案内②旅行参加後のアンケート③統計資料の作成にお客様の個人情報を利用させ
ていただくことがあります。
●旅行条件・旅行代金の基準
この旅行条件は2024年７月16日を基準としています。また、旅行代金は2024年７月１6日現在有効な運賃・規則を
基準に算出しています。

【旅行企画・実施・問合せ・申込み】 株式会社 日放ツーリスト 観光庁長官登録旅行業第665号
 

℡:０３-３４８１-７６６６ Fax:０３-３４８１-７６６４ 担当：宇田川 洋
（営業時間平日09：30～18：15※営業時間外のご連絡は翌営業日の対応となります。ご了承ください）

（一社）日本旅行業協会正会員 総合旅行業務取扱管理者 土子伸一郎 〒150-0047 東京都渋谷区神山町4-14 第三共同ビル

＊総合旅行業務取扱管理者は、お客様の旅行を取り扱う営業所での取引に関する責任者です。 この旅行契約に関し担当者からの説明にご不明な点があればご遠慮なく上記の取扱管理者にお尋ねください。

西野薬師堂
(十一面観音・薬師如来立像)

かつて西野の小字寺山に天台宗の泉明寺（せんみょうじ）と称する寺があり、大友皇子の末裔・西野丹波守家澄が菩提寺
として庇護したといわれます。その後度重なる戦乱により荒廃しましたが、村人によって守られてきました。
堂内には、ふっくらとして穏やかな表情で肉付き豊かな十一面観音立像とふくよかで目鼻立ちの整った相好の薬師如
来立像が安置されています。十一面観音像、薬師如来像ともに平安時代の作と伝わり、重要文化財に指定されています。

黒田安念寺 菩薩形立像
(いも観音）

戦国の兵火から逃れるため、村人らにより土中に埋められ、その後、余呉川で洗い清められて安置されたと伝わっています。
別名「いも観音」とも呼ばれて親しまれています。

白洲正子のかくれ里 「菅浦」 琵琶湖岸の小さな集落。奈良時代、恵美押勝の乱で道鏡や孝謙上皇に負け、廃位になった淳仁天皇が住んだという
伝説が残ります。須賀神社の裏山には、淳仁天皇の御陵という塚が現存します。
また、随筆家、白洲正子が愛したかくれ里でもあり国の重要文化的景観に選定されました。かつては監視門であった茅葺
の四足門（しそくもん）は中世の「惣」という自治的村落の名残でもあります。

黒田観音寺
(伝千手観音立像)

行基建立のお寺のひとつ。一木造りの千手像は平安時代初期の作で、18本の腕を持つことから准胝観音と見ることも
できると言われています。厳しさの中に優しさを覗かせているような面影。夫婦円満、治病の御利益があると地域の信
仰が厚いです。

鶏足寺（己高閣・世代閣）
己高閣はかつて己高山に構えていた寺々の寺宝を納めるため、昭和３８年に建てられた滋賀県最初の文化財収蔵庫。
鶏足寺の十一面観音をはじめ、数々の重要文化財が収められています。世代閣は、平成元年秋に開館され世代山戸岩
寺の薬師如来立像をはじめ多くの仏像仏画や古文書類が収納されています。薬師如来は奈良時代の作とされ滋賀県
最古の仏です

石道寺 （十一面観音立像）
己高山麓にある真言宗豊山派の寺。平安末期の作と伝えられる本尊の十一面観音像は国指定の重要文化財です。
欅の一木造の唇には紅をひとすじ残しており、当時は極彩色の仏様であったことが窺われます。ゆるやかな姿態に
流れるような衣をまとい、柔和で穏やかな印象を与えます。また、井上靖の「星と祭」にも出てくる、子授けの観音様
としても知られています。

赤後寺（日吉神社）
（菩薩立像・千手観音立像）

赤後寺は、湧出山（ゆるぎやま）の中腹に建ち、かつては足利尊氏から荘園を寄与され、隆盛を極めたといいます。
厄を転じて利となす「転利（コロリ）観音」として親しまれており、三回参拝すれば長患いせず極楽往生できるとも
いわれています。毎年、７月１０日の「千日会」（その日一日参拝すれば千日分の功徳があるという法要）には、全国
から訪れる老若男女で賑わいます。

白洲正子かくれ里「菅浦」 黒田観音寺伝千手観音 十一面観音像（向源寺） 黒田安念寺いも観音
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